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日
頃
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
サ
ン
フ
ァ
ミ
リ

ア
は
じ
め
法
人
施
設
・
事
業
所
を
ご
愛

顧
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

一
月
二
十
三
日
に
法
人
施
設
の
新
年

会
並
び
に
永
年
勤
続
者
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方

は
十
年
勤
続
・
二
十
年
勤
続
そ
れ
ぞ
れ

に
七
名
ず
つ
で
す
が
、
現
在
三
百
十
五
名
在
籍
し
て
い
る
う
ち

今
ま
で
何
人
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
か
見
て
み
ま
す
と
、

十
年
以
上
二
十
年
未
満
で
受
賞
さ
れ
た
方
は
百
二
十
四
名
、

二
十
年
以
上
勤
続
さ
れ
た
方
の
受
賞
者
は
三
十
五
名
お
り
、
半

数
以
上
の
方
々
が
十
年
以
上
の
勤
続
者
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

経
験
年
数
を
積
ん
だ
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
法
人
施
設

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
共
に
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
し
、

私
た
ち
法
人
施
設
の
職
員
は
、
介
護
の
仕
事
に
「
や
り
が
い
」

を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
も
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
体
を
大

切
に
し
て
永
く
勤
め
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
職
員
の
行
動
を
「
四
字
熟
語
」
で
提
示
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
節
に
な
り
ま
し
た
が
、二
十
八
年
度
は「
一

日
一
惇
」
と
き
め
ま
し
た
。

　
「
惇
」
を
用
い
た
言
葉
に
は
「
惇じ
ゅ
ん
か
い誨

」
や
「
惇と
ん

信し
ん

」
な
ど
が

あ
り
、「
じ
ゅ
ん
」
や
「
と
ん
」
の
よ
う
に
二
通
り
の
読
み
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
じ
ゅ
ん
」
と
い
う
読
み
方
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
意
味
合
い
は
い
ず
れ
も「
人

情
が
あ
つ
い
、
真
心
が
あ
る
、
ね
ん
ご
ろ
に
教
え
諭
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
一
日
一
惇
」
と
は
、
利
用
者

や
ご
家
族
に
対
し
一
日
最
低
一
回
、
そ
の
人
の
立
場
に
な
っ
て

「
真
心
を
こ
め
て
、
手
厚
く
、
細
や
か
に
目
配
り
・
気
配
り
・

心
配
り
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
と
人
と
の
関
係
を
基
本
に
し
て
い
る
介
護
福
祉
の
ベ
ー
ス

に
な
る
の
は
こ
の「
惇
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
改
め
て「
惇
」

を
肝
に
銘
じ
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
、
役
職
員
全
員
で
誓
い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『 

一い
ち 

日に
ち 

一い
ち 

惇
じ
ゅ
ん 

』

社
会
福
祉
法
人
米
沢
弘
和
会　

理
事
長　

森　

 

一  

男



平成27年10月～平成28年２月

紅白歌合戦

今年は申年！
今年も１年よろしくお願い致します。

久しぶりの福笑い、むずかしいなぁ～。

ナイスショット
「サンタがお部屋にやって来た！」

とろろ鍋 粕汁トマト鍋

冬じたく・・・
「干し柿作り」はまかせなさい!!

デュエットします!!

「花　はな」さんにおじゃまし　
語り部を聞き、その後お茶を
ごちそうになって来ました。

グループホーム
さんさんグループホームさんさん

特養サンファミ
リア米沢特養サンファミリア米沢

サンリヴェール米沢

１日１旅  南陽の菊人形サンリヴェール米沢

１日１旅  南陽の菊人形

デイサービス
センターさん

デイケア
デイサービスセンターさんデイケア

老健サンフ
ァミリア米沢

鍋合戦
老健サンファミリア米沢

鍋合戦

デイサービ
スセンター

サンファミ
リア米沢

干し柿作り
デイサービスセンター

サンファミリア米沢

干し柿作り

どれもこれも

ベリーグット！

鬼は外、福は内

サンプラザ米沢サンプラザ米沢

サンプラザ米
沢

紅白歌合戦
サンプラザ米沢

紅白歌合戦

平成28年 合同新年会並びに永年勤続職員表彰式 １月23日

　ＦＭ山形では毎年様々な事業所から
商品を提供してもらい、チャリティー
オークションを開催しています。そし
て、オークションの売上金で福祉施設
に介護用品を寄付されています。当老
健サンファミリアでは、昨年度のリク
ライニング車椅子に引き続きエアマッ
トを２台頂き、２月８日に贈呈式を
行っていただきました。ご利用者のた
めに大切に使わせていただきます。あ
りがとうございました。

　施設を代表し、日頃ご利用者様への接し方・対応
方法（介護技術のお披露目）や一般の方々に介護の
仕事を理解していただくための実演（介護技術コン
テスト）に参加してきました。
　内容は介護福祉士の２次試験と同様でコンテスト
５分前に課題が渡され、その内容に沿った介護の技術を実演するものでした。
　内気で小心者の私はステージに上がった瞬間、緊張のあまり頭の中が真っ白になり課
題の内容である、ご利用者様の状態（麻痺側）が分からなくなり一瞬パニックになりま
した。しかし、施設での片麻痺の方のベッドの乗り降り側や横になっている時の身体の
向きなどを思い出したり、実際に施設で行われた行事（外出ツアー）の風景を思い浮か
べながら実演し、コンテストの５分間をなんとか演じきることができました。
　その結果、山形新聞社賞をいただくことができ、自分の自信にも繋がりました。また、

『一人ひとりの「いのち」を尊重し、安らぎのある人生が送れるよう支え合う』という
法人理念を基に諸先輩方からの指導を日頃から施設で実践する事ができたからこそいた
だけた賞だと思います。
　今後も現状に満足することなく職員一丸となり、ご利用者様に安全で、安心な生活を
送っていただけるような介護を目指し邁進して参りたいと思います。 （鈴木一啓）

やまがた健康フェア2015
「介護技術コンテスト」に
参加して

やまがた健康フェア2015
「介護技術コンテスト」に
参加して

「いただきました！エアマット！」「いただきました！エアマット！」

職員研修旅行日 10月６日～７日 日光方面職員研修旅行日 10月６日～７日 日光方面



広
報
「
響
き
合
い
」
平
成
二
十
八
年
三
月
発
行

題
字
は
米
沢
出
身
で
日
展
会
友
、
毎
日
書
道
展
審
査
会
員
、
鈴
木
不
倒
さ
ん
の
書
で
す
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福
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この広報紙は植物油インキで印刷しています。

　
広
報
誌
「
響
き
合
い
」
は
今
回
め

で
た
く
第
70
号
を
発
刊
す
る
に
至
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
の
念
に
絶
え

ま
せ
ん
。

　
今
年
は「
申
年
」。「
申
」に
は
、「
伸

ば
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
草

木
が
十
分
に
伸
び
き
っ
た
時
期
で
、

実
が
成
熟
し
て
香
り
と
味
が
備
わ
り

固
く
殻
に
覆
わ
れ
て
い
く
時
期
」
に

あ
た
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
申
（
サ

ル
）」
が
「
去
る
」
と
い
う
意
味
を

表
し
、「
悪
い
こ
と
が
去
る
」
や
「
病

が
去
る
」
な
ど
と
良
い
事
や
幸
せ
が

や
っ
て
く
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
一
年
、
い
つ
も
以
上
に
皆
様
・

ご
利
用
者
様
の
幸
せ
を
願
い
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
法
人
の
活
動
や
情
報
、

ご
利
用
者
様
の
生
活
ぶ
り
を
精
一
杯

お
伝
え
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
人
共
々
広
報
誌
「
響
き
合
い
」
を

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

�

高
橋
　
智
津
子

今回のレシピは、冬の寒い季節にピッタリなメニューをお届けします。
メニューは鮭のクリームシチュー煮です！！
鮭の旨みと濃厚なクリームのまろやかな舌ざわりは相性がバツグンです。
サンファミリア米沢でもこの冬提供させていただきました。
利用者様にも大変好評です。ぜひご家庭でもご賞味下さい。

　社会福祉法人米沢弘和会のホームページ
が開設されました。
　内容としまして、サンプラザ米沢・サン
ファミリア米沢等の各事業所の特色や利用
空き情報、また、職員募集等内容盛りだく
さんとなっております。
　随時、行事等の様子を新着情報として
アップする予定ですので、一度是非ご覧に
なってみてください。
� （老健サンファミリア米沢：大武　政通）

URL http://www.y-kouwakai.jp

〈材料２人分〉
生鮭１切：８０g
しめじ：２０g
グリーンピース：１０g
ブロッコリー：６０g
人参：４０g
玉ねぎ：６０g

水：１２０cc
コンソメ：２g
塩・コショウ：少々
クリームシチューの素：４０g
小麦粉：適量

〈作り方〉
１　鮭は食べやすい大きさに切り、塩・コ
ショウで下味を付け、小麦粉を軽く
ふって、フライパンで両面を焼きます。

２　ブロッコリーは洗って子房に分けて
サッと茹でます。人参は乱切り、玉葱
はくし切り、しめじは子房に分けます。

３　鍋に油をひいて熱し、ブロッコリー以
外の②の材料を炒めます。軽く火が
通ったら水とコンソメを加えて煮ます。

４　野菜がやわらかくなったら、クリーム
シチューの素を入れてひと煮立ちさせ、
塩・コショウで味を調えます。器に盛
り付けたシチューに、鮭、ブロッコ
リーをのせて完成です。

◆ポカポカあったかおすすめメニュー◆

◆ホームページを
　　　　開設しました！

鮭のクリームシチュー煮


